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かぐやで観測された月周辺静電孤立波 (ESW)の源の推定
Souce estimation of Electrostatic Solitary Waves (ESWs) observed by Kaguya near the
Moon
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月周回衛星「かぐや（SELENE）」搭載 LRS[1]のWFC-L波動観測装置 [2]では，100Hz-100kHzの波形を観測でき、多
数の静電孤立波 (ESW)が観測されている。観測された ESWについては、一部報告済みである [3]。

ESWのポテンシャルは 2次元構造をしており、外部磁場に対して平行な成分だけでなく、垂直成分を多く含んでいる。
これを電界として受信した場合、1次元ポテンシャルを元にしたバイポーラ―波形から歪んだ波形が受信される。ポテン
シャルの水平およべ垂直成分に基づく ESWの理想形に、受信波形の fittingを行い、垂直成分の影響を評価した。また、
文献 [3] で、ESWが観測される位置について検討したが、その場における磁場方向の解析や磁気異常と 2次元構造解析
を併用して、ESWの源に関して論じる。
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